日本 は 何処へ 行っても 日本 だとい ふこと を 私 は 近頃 

ますます 強く 感じる。 が、 それと 同時に、 同じ 日本で 

ありながら、 処 によって かう も 違 ふ もの かとい ふ 印象 

を 受ける 場合が また 極めて 多い。 

お 互 日本人 は 誰でも さう だと 思 ふが、 この 二つの こ 

と を 少しも 矛盾と して 受け とらない。 おそろしく 違 ふ 

ものの なかに、 根本的に 共通した もの を 自然に 嗅ぎ 分 

ける >. ことができる。 



すべてが た、 V 一 つの 目的に 向 はねば ならぬ 時代、 小 

異を 捨てて 大同に つけと 云 はれる 時代に、 ことさら 地 

方々々 の 特殊性 を 云々 する の も、 さう いふ 自信のう へ 

に 立って でなければ なるまい。 

さて、 問題 は 文学に 関してで ある。 

本誌 は 私に 「地方 文学」 について 書け と 命じる の だ 

が、 「何々 文学」 とい ふ 名称 を、 私 は 概して 好まぬ から、 

少しば かり 躊躇した。 しかし、 編輯 者の 意の あると こ 

ろ を 汲めば、 これ は 徒ら な 掛け声に 終るべき もので は 

なく、 また、 何もの かが 為にす ると ころあって 作った 

名称で もない らしい。 殊に、 日本の 現代 文学が、 この 



苦難の 時代に 雄々 しく 立ち 向 ふ すがたの 一 つで あると 

いふ こと も わかった。 

厳密な 意味で は 「地方 文学」 と 「地方 主義 文学」 と 

を 区別した 方が い ゝとは 思 ふが、 さう いふ 詮議 を す る 

の はこの 文章の 目的で はない から、 一応 こゝ では、 い 

は ゆる 「地方 主義」 の 旗印 を 掲げても 掲げなくても、 

た、 V、 日本 全国の それぞれの 地域に 根 をお ろし、 主調 

として 「地方 的」 と みられる 独自の 性格 を 帯びた 文学 

活動 をす ベて 「地方 文学」 と 呼ぶ ことにする。 

それで は、 「地方 的」 とはいつ たい 何 を 指す かとい ふ 

と、 これ は、 咧の 「地方 文化」 などと いふ 場合に も屢々 



これ を 「地方 文学」 と 名 づける の は 極めて 自然で あつ 

て、 これ はもう それだけで、 「地方」 の 二重の 意味 を完 

全に 一 つの ものと して 現 はして ゐる ことになる。 

た V、 「地方 的」 とい ふ 言葉に あまり こだ はりす ぎる 

と、 なに か 必要 以上に、 「反 中央 的」 乃至 「非 都会 的」 

な もの を 強調す る ことにな り、 一 方 は 政治的に、 一 方 

は 趣味 的に、 観念の 偏向 を 文学 活動の 分野で 露呈す る 

にす ぎぬ 結果と なる。 仮に それが 一 定の 主義 主張に 基 

き、 「運動」 の 形で 繰り ひろげられ るに もせよ、 た、 V そ 

れ だけで は、 あらゆる 「運動」 の 脆弱な 一 面が さう で 

ある やうに、 およそ 文学の 本質と はか ゝは りない もの 



るが、 それなら、 その 胎動 を 如何に 注意し、 如何に 方 

向 づけたら い、 かとい ふ 問題が 次ぎ に 来る。 

それ は 根本的な 問題で も あるが、 決して 単純な 問題 

と は 云へ ない と 思 ふ。 文学史 的に 見ても、 この 問題の 

解決 次第によ つて は、 なかなか 重大な 足跡 を 将来に 残 

すに 違 ひない ので ある。 戦乱の た > 中に 生れた ひとつ 

の 明るい 兆しと して、 十分 慎重に その 成育 を 助けな け 

れ ばなら ぬと 同時に、 できれば、 今のう ちに、 正しい 

方角 を 指し示して おく 必要が あるの もま さに そのため 

である。 

現在 認め 得る 一 般的 傾向の なかから は、 様々 な 一時 



も 大きな 感動の ひと つ である。 

第二に、 都巿 生活が 消費生活と 呼ばれる のに 対して、 

多く は 生産 的と みられる 地方 生活 者の、 時代 を 背景と 

する 自信に 満ちた 態度が、 自然、 文学 活動の 面に も 反 

映す る ことにな つたの が、 その ひとつの 現れで ある。 

これ も、 た、 V それだけ として は、 一方で 云 はれて ゐ 

る 「生産 文学」 とか、 「農民文学」 とかに 類す る もので、 

必ずしも 「地方 文学」 の 範疇に は ひると は 云へ ない が、 

こ、 にも 亦、 職場 を 含む 特殊な 地方 的 生活 形態が ある 

とすれば、 その 矜 りと 反省と、 希望と 感傷と は、 亦、 

「地方 的」 な 文学の 要素たり 得る ものである。 



の だと、 理窟のう へで はわけ なく 云へ る けれども、 こ 

れ をた- V さう あるべ きものと して 観念の 遊戯に 耽って 

ゐて はならぬ と 思 ふ。 口に 何々 精神 を唱 へなくても、 

日常の 行為が すべ て を 語る の だとい ふこと を、 文学 ほ 

ど 如実に 教 へる もの はない。 そして また、 作家 自ら そ 

の 思想 を 作品の 中で 説く に は 及ばぬ。 作品 は その ま、 

作家の 思想の 鏡で ある。 「地方 文学」 の 最も 健全な す 

がた は、 正しい 郷土 精神の 発揚に ありと は 云へ、 国家 

の 存亡 を 賭する 時局 下の 文学と して、 「地方 文学」 も 亦、 

戦列の 外に ある こと は 許されぬ、 とい ふ、 その 限界 は 

まことに 微妙で ある。 



「文学」 の 負 ふべ き 役割 を 自ら 果す ことから 始めな け 

れ ばなら ぬ。 「文学」 は 「文学 愛好者」 の 手に のみ 委ね 

ら るべき もので はない。 

国民 運動 第一 の 目標た る 戦力 増強の ために、 文学が 

如何に 「地方 文化 運動」 の 中心 力たり 得る か を 直接 間 

接に 示す 機会 はいくら も あるので ある。 しかも、 その 

こと は、 「文学 愛好者」 の 他 を 顧みない 道楽 仕事の やう 

に 見えが ちで ある こと もまた 事実であって、 この 感覚 

を 失った 「文学」 は、 云 は > 時局 下に 用な きもので あ 

らう。 

こゝ で、 ふと、 「地方 文化 運動」 にからんだ 私の 印象 
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